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介
護
大
学
校
か
ら

●
第
３
期
分
校
説
明
会
に
19
施
設
参
加

12
月
７
日
、
1
月
11
日
に
第
３
期
分

校
募
集
説
明
会
を
開
催
し
、
19
施
設
が

参
加
し
ま
し
た
。

第
４
期
分
校
募
集
説
明
会
は
4
月
21

日
（
金
）、
5
月
25
日
（
木
）。

●「
Ｂ
ｒ
ｕ
ｓ
ｈ 

Ｕ
Ｐ
学
び
」
に

　
広
告
掲
載

介
護
大
学
校
の
「
実
務
者
研
修
」
の

認
知
度
を
高
め
、
受
講
生
獲
得
に
つ
な

げ
る
た
め
、
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修

の
検
索
サ
イ
ト
「
Ｂ
ｒ
ｕ
ｓ
ｈ 

Ｕ
Ｐ
学

び
」（https://w

w
w

.brush-up.jp

）

に
2
月
１
日
に
広
告
を
掲
載
し
ま
し

た
。今

後
も
同
様
の
サ
イ
ト
に
広
告
掲
載

を
増
や
し
て
介
護
大
学
校
の
周
知
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
2
0
2
3
年
度
第
１
回

　
医
療
的
ケ
ア
教
員
講
習
会
【
横
浜
】

【
日
時
】
３
月
10
日（
金
）
9
時
～
18
時

【
場
所
】
し
ょ
う
じ
ゅ
の
里
三
保
サ
テ

ラ
イ
ト
（
横
浜
市
緑
区
）
１
階
研
修
室

【
受
講
料
】�

会
員
：
２
0
0
0
0
円　

�

非
会
員
：
4
0
0
0
0
円　

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
3
0
8
0
円

【
対
象
者
】
正
看
護
師
ま
た
は
医
師
、

保
健
師
、
助
産
師
の
資
格
を
取
得
し
て

い
て
実
務
経
験
が
５
年
以
上
あ
る
方
。

介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
の
ス
ク
ー

リ
ン
グ
（
医
療
的
ケ
ア
）
の
講
師
に
必

要
な
資
格
で
す
。

※
平
成
28
年
度

以
降
の
国
家
試

験
か
ら
医
療
的

ケ
ア
の
内
容
が

追
加
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、
各

介
護
福
祉
士
養

成
施
設
等
に
お
い
て
医
療
的
ケ
ア
の
教

育
が
必
須
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
同

時
に「
医
療
的
ケ
ア
を
担
当
す
る
教
員
」

は
医
療
的
ケ
ア
教
員
講
習
会
の
受
講
が

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

是
非
、
ご
受
講
く
だ
さ
い
。

お
申
込
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

（https://suishinkyoco.com

）

神
奈
川
県
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て

全
国
に
展
開
す
る
計
画

理
事
会
で
神
奈
川
県
を
皮
切
り
に
始

め
て
い
こ
う
と
の
意
見
が
出
た
こ
と
も

あ
り
、
事
務
局
も
そ
の
意
向
を
踏
ま
え

検
討
を
進
め
て
い
る
。
１
月
、
２
月
と

立
て
続
け
に
支
部
長
会
代
表
の
田
伏
清

副
会
長
（
バ
ル
ツ
ァ
事
業
会
理
事
長
）

と
藤
村
二
朗
介
護
保
険
委
員
長
（
天
空

の
杜
理
事
長
）、
栗
田
淳
二
研
修
委
員

長
（
南
風
会
理
事
長
）、
佐
々
木
亀
一

郎
総
務
企
画
広
報
委
員
長
（
元
気
村
常

務
理
事
）
の
各
委
員
長
と
場
所
決
め
の

会
議
を
開
催
し
て
い
る
。

ま
た
事
務
局
で
は
支
部
長
及
び
各
委

員
会
委
員
へ
の
説
明
会
も
開
催
し
た
。

昨
年
12
月
の
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
会
員
倍
増
5
か
年
計
画
は
、
車
座
対
話

と
い
う
形
で
、
い
よ
い
よ
来
年
度
よ
り
全
都
道
府
県
実
施
を
目
標
に
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
ま
ず
は
神
奈
川
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
そ
の
後
の
実

施
県
に
つ
い
て
も
、
宮
城
、
三
重
な
ど
候
補
が
挙
が
っ
て
い
る
。

会
員
倍
増
５
か
年
計
画

車
座
対
話
全
都
道
府
県
実
施
へ

１
月
31
日
の
説
明
会
で
は
赤
枝
会
長
も

出
席
し
、
関
係
者
に
特
段
の
協
力
を
求

め
た
。

他
の
候
補
地
は
宮
城
県
、三
重
県
、

福
井
県
、奈
良
県
、沖
縄
県
か

神
奈
川
県
で
開
催
後
の
開
催
地
に
つ

い
て
は
、
宮
城
県
、
三
重
県
、
福
井
県
、

奈
良
県
、
沖
縄
県
が
候
補
地
と
し
て
挙

が
っ
て
い
る
。

令
和
６
年
度
の
介
護
報
酬
改
定
を
見

据
え
、
施
設
の
経
営
状
況
な
ど
を
題
材

に
、
年
内
い
っ
ぱ
い
車
座
対
話
を
進
め

る
こ
と
と
な
る
。
推
進
協
は
こ
う
し
た

取
組
を
通
し
、
こ
れ
か
ら
の
主
要
な
利

用
者
で
あ
る
団
塊
世
代
へ
の
ア
ピ
ー
ル

を
強
化
し
て
い
く
予
定
。

学
生
は
熱
心
に
話
に
耳
を
傾
け
、
関
心

が
高
い
様
子
が
窺
え
た
。

訪
問
日
程
終
盤
に
は
ド
ル
ド
イ
の
ア

ス
カ
ル
・
サ
リ
ン
ベ
コ
ム
会
長
と
面
会

し
、
介
護
人
財
に
関
す
る
連
携
強
化
を

申
し
入
れ
た
。

推
進
協
は
、
今
回
の
訪
問
を
き
っ
か

け
と
し
て
、
子
会
社
の
株
式
会
社
推
進

協
が
立
ち
上
げ
た
人
財
紹
介
事
業
を
通

じ
、
キ
ル
ギ
ス
の
人
材
供
給
事
業
の
確

立
と
、
日
・
キ
ル
ギ
ス
の
民
間
レ
ベ
ル

で
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
と
な
る
。

※�

1　
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
、
通
称
キ
ル

ギ
ス
は
、
中
央
ア
ジ
ア
に
位
置
す
る

共
和
制
国
家
。
首
都
で
あ
り
最
大
の

都
市
は
ビ
シ
ュ
ケ
ク
で
あ
る
。
ソ
ビ

エ
ト
連
邦
の
崩
壊
に
伴
い
独
立
し

た
。
内
陸
国
で
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、

中
華
人
民
共
和
国
、タ
ジ
キ
ス
タ
ン
、

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
と
国
境
を
接
す

る
。（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア（
W
i
k
i

p
e
d
i
a
）
よ
り
）

※�

2　
キ
ル
ギ
ス
の
首
都
ビ
シ
ュ
ケ
ク

に
あ
る
20
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
市

場
「
ド
ル
ド
イ
・
バ
ザ
ー
ル
」
の
経

営
を
は
じ
め
、
商
業
施
設
事
業
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
事
業
、
旅
行
事
業
、
食
品

製
造
業
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
ビ

ジ
ネ
ス
に
携
わ
る
中
央
ア
ジ
ア
最
大

の
商
業
機
構
（
ド
ル
ド
イ
ジ
ャ
パ
ン

の
H
P
よ
り
）

外
国
人
介
護
人
財
獲
得
へ

赤
枝
会
長
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
訪
問

１
月
下
旬
、
赤
枝
眞
紀
子
一
般

社
団
法
人
全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型

施
設
推
進
協
議
会
会
長
は
、
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
介
護
人
財
不
足
に

対
応
す
る
た
め
、
中
央
ア
ジ
ア
に

あ
る
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
※
１
を
訪

問
し
、
新
た
な
介
護
人
財
の
獲
得

に
向
け
動
き
出
し
た
。
現
地
商
業

機
構
ド
ル
ド
イ
※
２
と
連
携
を
図

り
、
介
護
人
財
の
安
定
供
給
ル
ー

ト
の
確
立
を
目
指
す
。

日
本
大
使
館
訪
問

人
材
供
給
ル
ー
ト
協
力
申
し
入
れ

キ
ル
ギ
ス
は
人
財
供
給
の
面
で
は
ま

だ
こ
れ
か
ら
の
国
と
考
え
ら
れ
て
い

て
、
介
護
評
価
試
験
も
同
国
で
は
実
施

さ
れ
て
い
な
い
。
受
験
者
は
隣
国
の
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
ま
で
行
く
必
要
が
あ

る
。
そ
れ
だ
け
に
人
財
供
給
ル
ー
ト
が

確
立
で
き
れ
ば
他
に
先
ん
じ
た
一
手
と

な
る
。
国
内
の
ド
ル
ド
イ
ジ
ャ
パ
ン
株

式
会
社（
代
表
取
締
役
社
長
青
木
弓
夫
）

を
窓
口
と
し
て
今
後
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
強
化
し
て
い
く
考
え
だ
。

そ
の
た
め
、
赤
枝
会
長
は
、
1
月
20

日
か
ら
28
日
ま
で
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
を

訪
問
し
た
。
ま
ず
現
地
の
日
本
大
使
館

を
訪
れ
、
合
田
秀
樹
在
キ
ル
ギ
ス
国
駐ち

ゅ
う

箚さ
つ

（
特
命
全
権
大
使
）
に
介
護
人
財
供

給
ル
ー
ト
の
確
立
に
大
使
館
の
協
力
を

申
し
入
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
合
田
大

使
は
、「
親
が
ユ
ニ
ッ
ト
型
特
養
を
利

用
し
て
い
た
の
で
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
か

承
知
し
て
い
る
し
、
介
護
人
財
確
保
の

厳
し
さ
に
つ
い
て
も
理
解
し
て
い
る
」

と
応
じ
た
。
た
だ
、
今
後
の
展
開
に
つ

い
て
は
、
国
内
関
係
省
庁
と
の
調
整
が

必
要
で
あ
る
と
の
認
識
を
示
し
た
。

日
本
語
学
校
の
学
生

日
本
の
介
護
に
関
心
高
く

現
地
で
の
人
財
供
給
は
、
キ
ル
ギ
ス

の
首
都
ビ
シ
ュ
ケ
ク
に
あ
る
日
本
語
学

校「
ジ
ャ
パ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」

が
担
う
予
定
だ
。
同
校
を
訪
問
し
、
日

本
の
介
護
現
場
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

新
た
な
道
筋
開
拓

ビシュケク

キルギス共和国

中華人民共和国

カザフスタン

ウズベキスタン

タジキスタン

赤枝会長（左から2番目）と青木社長（右）

サリンべコム会長（左）と赤枝会長（右）
合田大使（左）と赤枝会長（右）
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固
定
観
念
か
ら
の
脱
却

友
人
の
K

氏
は
御
年
77

歳
。
60
歳
で

定
年
退
職
し

て
か
ら
、
日

々
の
出
来
事

や
関
心
事
な

ど
を
「
私
的

ウ
ィ
ー
ク
リ

ー
通
信
」
と

称
し
、
メ
ー
ル
配
信
す
る
こ
と
を
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
に
し
て
い
ま
す
。

あ
る
日
、
こ
ん
な
記
事
が
あ
り
ま

し
た
。「
と
あ
る
駅
の
ホ
ー
ム
の
ベ

ン
チ
の
向
き
が
『
線
路
に
対
し
て
垂

直
』
に
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気

づ
い
た
。『
線
路
に
対
し
て
並
行
』

が
普
通
で
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い

た
の
に
な
ぜ
垂
直
な
の
だ
ろ
う
？
」

と
に
か
く
好
奇
心
・
探
究
心
旺
盛

な
K
氏
は
、早
速
そ
の
理
由
を
調
べ
、

こ
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
ま
す
。

「
酔
っ
払
っ
た
客
が
ベ
ン
チ
か
ら

立
ち
上
が
り
、
一
直
線
に
電
車
の
ド

ア
に
向
か
っ
た
つ
も
り
が
、
電
車
の

到
着
直
前
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
ず

転
落
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多
い
た

め
、
ベ
ン
チ
の
向
き
を
変
え
て
み
た

ら
一
定
の
効
果
が
み
ら
れ
た
。
そ
の

た
め
、
関
西
を
中
心
に
ベ
ン
チ
の
向

き
を
線
路
に
対
し
て
水
平
か
ら
垂
直

に
変
更
し
た
も
の
が
増
え
て
い
る

（
旅
行
作
家
・
野
田
隆
氏
）」
と
の
こ

と
で
し
た
。

何
気
な
く
通
り
過
ぎ
て
し
ま
う
日

常
の
風
景
に
も
、
お
客
様
の
安
全
を

守
る
た
め
、
人
間
の
行
動
心
理
を
応

用
し
た
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
と

知
り
、
私
は
驚
き
と
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。「
こ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」、「
こ
う
あ
る
べ
き
」
と
、
固
定

観
念
や
既
成
概
念
に
囚
わ
れ
過
ぎ
て

は
い
な
い
だ
ろ
う
か
、
自
問
自
答
し

て
は
柔
軟
な
思
考
・
発
想
が
で
き
る

人
を
真
に
見
習
い
た
い
も
の
で
す
。

　

今
月
の
注
目
研
修　

・
2
月
20
日
（
月
）

　
介
護
福
祉
士
実
習
指
導
者
講
習
会

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
！

　
尾
島
の
視
点
　

12
月
に
公
表
さ
れ
た
全
世
代
型
社
会

保
障
構
築
会
議
の
報
告
書
で
は
、
地
域

共
生
社
会
の
実
現
の
章
の
中
で
、
重
層

的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
推
進
が
明
記

さ
れ
た
。

そ
の
中
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
㊟

の
確
保
・
育
成
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の

は
異
色
で
あ
り
際
立
っ
て
い
る
。

㊟
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
と
は
、

人
権
と
社
会

正
義
の
原
理

に
則
り
、

サ
ー
ビ
ス
利

用
者
本
位
の

質
の
高
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス

の
開
発
と
提

供
に
努
め
、
社
会
福
祉
の
推
進
と
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
の
自
己
実
現
を
め
ざ
す
専

門
職
の
こ
と
。（
特
定
非
営
利
活
動
法

人 

日
本
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協
会
）

介
護
保
険
部
会
は
昨
年
３
月
か
ら
、

①
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る

深
化
・
推
進
②
介
護
人
材
の
確
保
と
生

産
性
向
上
③
「
給
付
と
負
担
」
の
あ
り

方
の
見
直
し
の
３
本
柱
で
議
論
を
進
め

て
き
た
。
12
月
20
日
に
公
表
し
た
「
意

見
」
は
、
25
年
に
団
塊
の
世
代
が
75
歳

以
上
と
な
る
こ
と
か
ら
、
制
度
の
持
続

可
能
性
を
重
視
す
る
内
容
と
な
っ
た
。

①
の
観
点
で
は
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の

基
盤
整
備
と
し
て
「
訪
問
」
と
「
通
所
」

な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
新
た
な
複
合
型

サ
ー
ビ
ス
の
類
型
の
設
置
が
盛
り
込
ま

れ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
の
確
保
が
今
後
さ
ら
に
難
し
さ

を
増
す
こ
と
を
考
慮
し
、
在
宅
サ
ー
ビ

ス
の
質
を
維
持
す
る
狙
い
が
あ
る
。

複
合
型
サ
ー
ビ
ス
は
専
門
性
が
異
な

る
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
て
提

供
す
る
た
め
、
対
応
で
き
る
介
護
人
材

の
確
保
が
課
題
と
な
り
そ
う
だ
が
、
仮

に
看
多
機
と
、
今
回
示
さ
れ
た
新
し
い

複
合
型
サ
ー
ビ
ス
が
十
分
整
備
さ
れ
れ

ば
、
福
祉
用
具
を
除
く
在
宅
サ
ー
ビ
ス

の
大
部
分
（
訪
問
看
護
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
機
能
）
が
賄
え
る
よ
う
に
な
る
。

利
用
者
に
は
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
と
思

わ
れ
る
が
、
半
面
、
個
別
サ
ー
ビ
ス
の

市
場
縮
小
や
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
利

用
低
下
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

一
方
、
介
護
の
質
を
高
め
る
上
で
欠

か
せ
な
い
の
が
②
の
観
点
だ
。
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
で
介
護
現
場

の
負
担
軽
減
を
図
る
ほ
か
、
多
く
の
申

「
相
談
支
援
が
包
括
的
か
つ
個
別
的

に
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り

の
課
題
や
支
援
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
評

価
・
分
析
し
た
上
で
、
地
元
の
関
係
機

関
と
密
接
に
連
携
し
つ
つ
、
適
切
な
支

援
に
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
の
役
割
を
果
た
す
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
。
今
後
、

社
会
福
祉
法
人
や
N
P
O
等
の
職
員
も

含
め
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
確
保

に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
べ
き
で
あ

る
」
と
指
摘
す
る
。

更
に
、「
住
ま
い
に
課
題
を
抱
え
る

者
」
は
、
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
て
い

る
場
合
が
多
く
、（
途
中
略
）、
地
域
と

つ
な
が
る
居
住
環
境
や
見
守
り
・
相
談

支
援
の
提
供
を
あ
わ
せ
て
行
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
」
と
し
て
お
り
、
地
域
住

民
自
身
も
一
人
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
と
し
て
期
待
し
て
い
る
節
も
窺
え

「
全
世
代
」で
支
え
る
介
護
制
度
の
構
築
へ

「
全
世
代
」で
支
え
る
介
護
制
度
の
構
築
へ

介
護
保
険
部
会
　

介
護
保
険
部
会
　
2424
年
度
制
度
改
正
へ
意
見
書

年
度
制
度
改
正
へ
意
見
書

全
世
代
型
社
会
保
障
構
築
会
議
で

全
世
代
型
社
会
保
障
構
築
会
議
で

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
育
成
を
提
言

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
育
成
を
提
言

在
宅
サ
ー
ビ
ス
再
編
の
前
段
か

新
た
な
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
設
置

確
保
は
社
会
福
祉
法
人
の
役
割

請
書
類
の
作
成
な
ど
文
書
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、標
準
様
式
や「
電
子
申
請
・

届
出
シ
ス
テ
ム
」
の
使
用
を
原
則
化
す

る
。さ

ら
に
介
護
職
員
の
専
門
性
を
生
か

す
た
め
、
介
護
施
設
な
ど
で
介
護
助
手

を
活
用
し
、
タ
ス
ク
シ
ェ
ア
・
タ
ス
ク

シ
フ
ト
を
進
め
る
べ
き
だ
と
し
た
。

る
。
そ
こ
ま
で
い
か
な
く
て
も
、
施
設

職
員
が
地
域
住
民
と
の
交
流
の
中
で
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
中
心
と
な
り
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
輪
を
地
域
住
民

に
拡
げ
て
い
く
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
今
後
の
施
設
職
員

の
あ
る
べ
き
姿
が
浮
か
び
あ
が
る
。

世
論
の
高
い
関
心
を
集
め
た
の
が
③

の
観
点
だ
。
政
府
の
全
世
代
型
社
会
保

障
構
築
会
議
が
昨
年
12
月
に
ま
と
め
た

報
告
書
で
も
、
介
護
分
野
の
「
給
付
と

負
担
」
の
見
直
し
は
「
喫
緊
の
課
題
」

と
さ
れ
る
。
議
論
の
的
と
な
っ
た
の
が

「
軽
度
者
」
と
さ
れ
る
要
介
護
１
・
２

の
訪
問
介
護
、
通
所
介
護
を
自
治
体
が

運
営
す
る
「
総
合
事
業
」
に
移
行
す
る

方
針
だ
。
す
で
に
要
支
援
１
・
２
は
移

行
済
み
だ
が
、
地
域
に
よ
っ
て
受
け
皿

作
り
が
進
ま
な
い
現
状
が
あ
る
。

ま
た
軽
度
者
に
は
認
知
症
の
人
も
含

ま
れ
、
専
門
職
の
ケ
ア
が
外
れ
る
と
重

度
化
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
24
年
度
の
制
度
改
正
に
は
盛
り
込
ま

れ
ず
、
第
10
期
計
画
（
27
年
度
～
）
の

開
始
ま
で
に
結
論
を
得
る
と
さ
れ
た
。

同
じ
く
24
年
度
改
正
で
見
送
ら
れ
た

の
が
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
な
ど
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
対
す
る
利
用
者
負
担
の

導
入
だ
。
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
控
え
を
招

く
と
い
っ
た
懸
念
が
出
て
い
た
。

加
え
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
高

齢
者
の
負
担
能
力
に
応
じ
た
負
担
（
応

能
負
担
）
の
見
直
し
だ
。
具
体
的
に
は

利
用
者
負
担
の
引
き
上
げ
（
２
割
負
担

そ
も
そ
も
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
は
介
護

職
員
の
業
務
と
し
て
、
基
準
省
令
第
42

条
第
一
項
の
解
釈
通
知
に
お
い
て
、「
入

居
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
当
た
っ

て
は
、（
途
中
略
）、こ
の
た
め
職
員
は
、

一
人
ひ
と
り
の
入
居
者
に
つ
い
て
、
個

性
、
心
身
の
状
況
、
入
居
に
至
る
ま
で

の
生
活
歴
と
そ
の
中
で
培
わ
れ
て
き
た

生
活
様
式
や
生
活
習
慣
を
具
体
的
に
把

握
し
た
上
で
、
そ
の
日
常
生
活
上
の
活

動
を
適
切
に
援
助
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
さ
れ
、ま
た
、第
二
項
で
は
、「
各

ユ
ニ
ッ
ト
に
お
い
て
入
居
者
が
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
持
っ
て
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
行
わ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
、
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
通
じ
た
個
別
課
題
の
解
決
や
エ

ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
が
想
定
さ
れ
て
お

り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
は
元
々
基
本

的
な
ス
キ
ル
と
言
え
る
。

ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
が
将
来
、
今
よ
り

一
段
上
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

く
た
め
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
は
こ
れ

か
ら
の
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
の
職
員
が
身

に
付
け
る
べ
き
必
須
の
資
格
と
い
え

る
。
介
護
過
程
の
展
開
も
こ
う
し
た
考

え
方
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
え
る
が
、

介
護
福
祉
士
資
格
を
持
つ
者
が
、
正
面

か
ら
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
を
学
び
直
す

の
も
有
意
義
な
こ
と
で
は
な
い
か
と
思

う
。
今
回
、
政
府
か
ら
示
さ
れ
た
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
確
保
方
針
の
行
方

を
注
視
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

�

（
事
務
長　
懸
上
）

「
軽
度
者
」の
総
合
事
業
移
行
と

ケ
ア
プ
ラ
ン
有
料
化
は
行
わ
ず

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
は

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

の
対
象
者
拡
大
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
昨

年
10
月
、
２
割
負
担
が
導
入
さ
れ
た
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
と
の
整
合
を
図
る

目
的
が
あ
る
。
介
護
保
険
部
会
の
議
論

で
は
、「
保
険
料
は
応
能
負
担
で
よ
い

が
、
利
用
者
負
担
を
応
能
負
担
と
す
る

の
は
反
対
」
な
ど
の
意
見
が
出
た
。

介
護
老
人
保
健
施
設
（
老
健
）
や
介

護
医
療
院
に
お
け
る
多
床
室
の
室
料
負

担
も
俎
上
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
す
で

に
室
料
負
担
が
あ
る
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
や
在
宅
介
護
と
の
公
平
性
を
保

つ
意
味
が
あ
る
が
、「
老
健
な
ど
は
在

宅
復
帰
の
た
め
の
医
療
提
供
施
設
で
あ

り
、
居
住
環
境
も
特
養
と
は
異
な
る
」

な
ど
根
強
い
反
対
論
が
あ
る
。

「
意
見
」
の
最
終
的
な
取
り
ま
と
め

を
行
っ
た
12
月
19
日
の
介
護
保
険
部
会

の
会
合
で
は
、
要
介
護
１
・
２
の
総
合

事
業
移
行
な
ど
が
方
針
と
し
て
盛
り
込

ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
「
拙
速

な
結
論
に
な
ら
な
か
っ
た
」
と
評
価
す

る
声
が
上
が
っ
た
。

し
か
し
、
現
役
世
代
の
負
担
軽
減
を

図
る
立
場
か
ら
、
利
用
者
負
担
引
き
上

げ
の
先
送
り
は
適
切
で
は
な
い
と
の
意

見
も
出
さ
れ
た
。

健
康
保
険
組
合
連
合
会
の
河
本
滋
史

専
務
理
事
は
昨
年
７
月
に
行
っ
た
「
医

療
・
介
護
に
関
す
る
国
民
意
識
調
査
」

の
概
要
を
資
料
と
し
て
提
出
。
そ
れ
に

よ
る
と
介
護
保
険
の
給
付
と
負
担
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
増
加
す
る
介
護
費
を

賄
う
方
法
と
し
て
「
利
用
者
の
自
己
負

担
を
増
や
す
の
が
よ
い
」
と
す
る
回
答

が
約
24
％
で
最
多
、
特
に
70
歳
代
に
限

る
と
同
回
答
が
約
35
％
を
占
め
た
。
高

齢
者
自
身
を
含
め
、
自
己
負
担
増
や
給

付
見
直
し
を
求
め
る
意
見
は
多
い
と
し

て
、「
こ
れ
以
上
先
送
り
す
る
こ
と
な

く
、
低
所
得
者
に
配
慮
し
つ
つ
、
よ
り

踏
み
込
ん
だ
見
直
し
を
確
実
に
実
施
す

る
こ
と
が
必
要
」
と
主
張
し
た
。

24
年
度
の
制
度
改
正
で
見
送
り
と

な
っ
た
論
点
に
つ
い
て
、同
部
会
の「
意

見
」
で
は
「
第
10
期
計
画
期
間
の
開
始

ま
で
の
間
に
結
論
を
出
す
こ
と
が
適

当
」
と
明
記
さ
れ
、
見
直
し
へ
の
工
程

が
定
め
ら
れ
た
と
の
見
方
も
あ
る
。

負
担
増「
先
送
り
」に
は
批
判
も

２
０
２
４
年
度
の
介
護
保
険
制
度
改
正
（
第
９
期
計
画
）
の
あ
り
方
を
検
討
し
て

い
た
厚
生
労
働
省
の
社
会
保
障
審
議
会
介
護
保
険
部
会
が
昨
年
12
月
に
「
介
護
保
険

制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
意
見
」
を
公
表
し
た
。
現
在
開
会
中
の
通
常
国
会
に
お
い

て
関
係
法
の
改
正
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
が
、
世
論
の
関
心
を
集
め
る
「
給
付
と

負
担
」
な
ど
今
後
の
課
題
を
含
め
て
、改
正
の
方
向
性
を
改
め
て
整
理
し
て
み
た
い
。
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【
施
設
の
紹
介
】

「
し
ょ
う
じ
ゅ
の
里
茂
原
」

に
隣
接
す
る
ケ
ア
ハ
ウ
ス
と
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
は
2
0
0
1
年
に

開
設
し
た
法
人
初
の
高
齢
者
施

設
だ
。
J
R
外
房
線
・
茂
原
駅

か
ら
約
2
キ
ロ
、
平
坦
な
住
宅

地
に
あ
る
。

ケ
ア
ハ
ウ
ス
開
設
か
ら
20
年

が
経
過
し
、
そ
の
間
に
高
齢

化
・
重
度
化
が
進
み
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
も
よ
り
多
様
化
し
た
。

そ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
、
2
0
2
1
年
11
月
、
看
護

⼩
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

（
看
多
機
）
と
併
せ
て
地
域
密

着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を

開
設
し
た
。

コ
ン
セ
プ
ト
は
「
和
モ
ダ

ン
」。
各
ユ
ニ
ッ
ト
の
入
り
口

に
は
組
子
細
工
（
釘
を
使
わ
ず

に
木
を
組
み
付
け
る
技
法
）
が

あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

自
然
の
光
を
多
く
取
り
入
れ
た

開
放
感
の
あ
る
造
り
で
、
明
る

く
快
適
な
環
境
だ
。

【
取
材
後
記
】

「
子
ど
も
食
堂
を
以
前
か
ら

や
り
た
か
っ
た
」
と
話
す
渡
辺

施
設
長
。
そ
の
思
い
が
実
っ
た

の
は
、
地
域
と
の
関
係
を
日
頃

か
ら
大
切
に
し
て
い
る
か
ら
だ

ろ
う
と
感
じ
ま
し
た
。

（
事
務
局
・
山
崎
）

2
0
1
3
年
12
月
、「
し
ょ

う
じ
ゅ
美
浜
」
は
「
高
齢
者
福

祉
総
合
施
設
・
美
浜
し
ょ
う
じ

ゅ
タ
ウ
ン
」
内
に
開
設
し
た
。

施
設
近
く
に
は
4
0
0
0
戸
以

上
の
マ
ン
モ
ス
団
地
「
Ｕ
Ｒ
千

葉
幸
町
団
地
」
が
あ
り
、
団
地

か
ら
の
利
用
者
や
入
居
者
も
多

い
。
タ
ウ
ン
内
に
は
「
サ
ー
ビ

ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
・
し

ょ
う
じ
ゅ
レ
ジ
デ
ン
ス
」
や
人

工
透
析
が
受
け
ら
れ
る
「
し
ょ

う
じ
ゅ
ク
リ
ニ
ッ
ク
」、
薬
局
、

郵
便
局
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
、
暮
ら
し
に
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
が
揃
っ
て
い
る
。
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【特養】 定員80名（8ユニット） 【ショート】 20名 【デイ】 50名

【
取
材
後
記
】

「
簡
単
な
こ
と
ば
は
わ
か
る
よ

う
に
、
食
べ
物
も
慣
れ
て
き
ま
し

た
。
で
も
日
本
の
冬
は
慣
れ
な

い
で
す
」
と
笑
顔
で
話
す
ヒ
エ
ン

さ
ん
と
チ
ャ
ン
さ
ん
、
成
長
が
楽

し
み
で
す
。�（
事
務
局
・
山
崎
）

【
渡
辺
好
江
施
設
長
か
ら
】

以
前
か
ら
や
り
た
い
と
思
っ

て
い
た
「
子
ど
も
食
堂
」
を
開

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
子
供

と
高
齢
者
、
地
域
の
方
々
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
を
提
供
し
た

い
と
い
う
思
い
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
複
合

的
な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
子
ど
も
食
堂
を
開
催
】

茂
原
駅
近
く
に
あ
る
「
茂
原

市
も
ば
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」と
連
携
し
、「
子
ど
も
食

堂
」を
月
に
1
回
、開
催
し
て
い

る
。
参
加
者
は
毎
回
30
名
ほ
ど
。

地域密着型特別養護老人ホーム・ケアハウス しょうじゅの里茂原千葉県 社会福祉法人兼愛会

特別養護老人ホームしょうじゅ美浜千葉県 社会福祉法人兼愛会

【
営
繕
力
作
の
手
作
り
神
社
】

営
繕
さ
ん
が
施
設
に
い
て
も

お
正
月
気
分
を
味
わ
って
ほ
し
い

と
神
社
を
手
作
り
し
た
。
賽
銭

箱
や
お
み
く
じ
、
絵
馬
な
ど
が

用
意
さ
れ
て
い
る
。

【
託
児
所
】

し
ょ
う
じ
ゅ
レ
ジ
デ
ン
ス
内

に
託
児
所
が
あ
り
、
タ
ウ
ン
に

勤
め
る
職
員
の
子
ど
も
を
預
か

っ
て
い
る
。
約
15
名
の
子
ど
も

を
3
人
体
制
で
見
て
い
る
。
勤

務
先
に
託
児
所
が
あ
る
こ
と

で
、
育
休
後
に
復
職
す
る
職
員

も
多
い
そ
う
だ
。

そ
の
後
5
年
就
労
す
る
。

【
北
原
由
美
施
設
長
か
ら
】

タ
ウ
ン
内
の
ス
タ
ッ
フ
は
総
勢

2
0
0
人
。
ど
の
ス
タ
ッ
フ
も
明

る
く
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
良
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。
研
修
を
通
し

て
各
事
業
所
間
の
交
流
を
は
か

り
、
互
い
に
悩
み
を
言
っ
た
り
支

え
あ
っ
た
り
し
な
が
ら
、
利
用
者

も
職
員
も
明
る
く
楽
し
く
過
ご

せ
る
施
設
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

【
そ
の
人
ら
し
さ
を
大
切
に
】

こ
れ
ま
で
の
暮
ら
し
や
嗜
好

な
ど
を
知
り
、
そ
の
人
ら
し
く

暮
ら
せ
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と

を
心
掛
け
て
い
る
。
取
材
時
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
入
り
口
の
天
井

か
ら
吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
た

「
茂
原
郷
土
民
芸
品
の
鯛
提
灯
」

は
、
提
灯
を
作
る
仕
事
に
従
事

し
て
い
た
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
入
所

者
が
作
成
し
た
も
の
だ
と
か
。

特
養
で
は
、
編
み
物
が
得
意
な

入
居
者
が
自
身
の
ベ
ッ
ド
カ

バ
ー
を
手
作
り
、
土
木
関
連
の

仕
事
に
従
事
し
て
い
た
入
居
者

は
測
量
計
算
器
を
使
っ
て
計
算

す
る
の
が
日
課
と
な
っ
て
い
る
。

【
ス
ム
ー
ズ
な
サ
ー
ビ
ス
移
行
】

毎
月
、
各
事
業
所
の
担
当
者

会
議
を
開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

利
用
者
や
地
域
で
の
課
題
な
ど

の
情
報
を
共
有
し
連
携
し
て
い

る
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
の
利
用
者
や
サ
ー
ビ

ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
の
入

居
者
が
、
看
取
り
が
必
要
と
な

っ
た
際
も
、
日
ご
ろ
か
ら
情
報

共
有
が
で
き
て
い
る
の
で
サ
ー

ビ
ス
の
移
行
が
ス
ム
ー
ズ
だ
。

慣
れ
た
環
境
の
タ
ウ
ン
内
で
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
続
け
ら
れ
る
の

が
魅
力
だ
。

【
施
設
の
紹
介
】

【
大
賑
わ
い
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
】

コ
ロ
ナ
禍
で
も
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
を
楽
し
み
に
通
う
利
用
者
は

多
く
、
取
材
し
た
日
も
50
名
の

利
用
者
が
体
操
し
た
り
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
だ
り

し
て
い
た
。
日
当
た
り
が
良
く

開
放
感
の
あ
る
大
浴
場
で
の
入

浴
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
利
用

者
も
多
い
そ
う
だ
。

【
移
動
販
売
車
で
お
買
い
物
】

地
元
の
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア

「
ヤ
ッ
ク
ス
ド
ラ
ッ
グ
」
の
移
動

販
売
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
組
み
込

ん
で
も
ら
い
、
毎
週
水
曜
日
、

移
動
販
売
車
が
施
設
に
立
ち
寄

る
。
軽
ト
ラ
ッ
ク
い
っ
ぱ
い
の
品

物
か
ら
、
自

分
で
選
ん
で

買
う
の
を
楽

し
み
に
し
て

い
る
利
用
者

も
多
い
。

倒
を
見
て
い
る
。
警
察
に
届
け

出
た
が
飼
い
主
は
現
れ
ず
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。
い
つ
か
飼

い
主
が
現
れ
る
か
も
し
れ
な
い

と
名
前
は
付
け
ず
に
「
う
さ
ぎ

さ
ん
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
今

で
は
す
っ
か
り
施
設
の
人
気
者

だ
。
施
設
の
前
が
小
学
校
の
通

学
路
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
帰
り
が
け
に
「
う
さ
ぎ
さ

ん
」
に
会
い
に
立
ち
寄
る
小
学

生
も
多
い
の
だ
と
か
。

施設外観
（特養・看多機）

しょうじゅレジデンス外観

施設外観
（ケアハウス・デイサービス）

しょうじゅ美浜外観

ケアハウスの入居者が
作成した鯛提灯

特養入居者の手編み
のベッドカバー測量専用電卓での計算が日課

【
留
学
生
2
名
を
受
け
入
れ
】

昨
年
5
月
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら

来
日
し
た
ヒ
エ
ン
さ
ん（
21
歳
）

と
チ
ャ
ン
さ
ん
（
20
歳
）。
し

ょ
う
じ
ゅ
美
浜
は
「
千
葉
県
留

学
生
受
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
介

護
福
祉
士
養
成
施
設
と
し
て
2

人
を
受
け
入
れ
た
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
介
護
福
祉
士
と
し
て
県

内
の
介
護
施
設
で
の
就
労
を
目

指
す
外
国
人
留
学
生
を
支
援
す

る
も
の
。
2
人
は
日
本
語
学
校

に
通
っ
て
N
3
取
得
を
目
指
す

傍
ら
、
施
設
で
28
時
間
以
内
の

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い
る
。
日

本
語
を
学
ん
だ
後
は
2
年
間
介

護
福
祉
士
専
門
学
校
で
学
び
、

ヒエンさん（左）と
チャンさん（右）託児所

【
人
気
者
の
保
護
う
さ
ぎ
】

2
0
2
1
年
6
月
、
駐
車
場

に
い
た「
う
さ
ぎ
」を
保
護
し
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
入
り
口
で
面

特養のロビーで「子ど
も食堂」を開催
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ズ
バ
リ
回
答
！
人
事
・
労
務
の
お
悩
み

振
休
と
代
休
　
ど
う
違
う
？

推
進
協
監
事
・
特
定

社
会
保
険
労
務
士

�

　
栗
田
淳
二

【
今
月
の
相
談
内
容
】

休
日
の
日
に
勤
務
し
た
こ
と
で
振
替
休

日
が
た
ま
っ
て
い
る
職
員
が
い
ま
す
が
、

今
後
の
シ
フ
ト
に
休
日
を
入
れ
込
む
こ
と

が
不
可
能
な
状
況
で
す
。
ど
の
よ
う
に
処

理
す
れ
ば
良
い
で
し
ょ
う
か
。

【
回
答
】

ご
相
談
内
容
で
す
が
「
振
替
休
日
が
た

ま
っ
て
い
る
」
の
で
は
な
く
、「
代
休
が
た

ま
っ
て
い
る
」
状
況
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

●
振
替
休
日
と
は

あ
ら
か
じ
め
休
日
と
し
て
定
め
ら
れ
て

い
た
日
を
労
働
日
と
し
、
他
の
労
働
日
を

振
り
替
え
て
、休
日
と
す
る
仕
組
み
で
す
。

振
替
休
日
は
割
増
賃
金
を
支
給
し
な
い
で

よ
い
仕
組
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
週
内
に

振
り
替
え
た
休
日
が
無
い
場
合
、
割
増
賃

金
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

●
代
休
と
は

休
日
労
働
の
代
償
と
し
て
、
以
後
の
特

定
の
労
働
日
の
労
働
義
務
を
免
除
す
る
も

の
で
あ
り
、
代
休
を
与
え
た
と
し
て
も
休

日
労
働
の
事
実
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
割
増
賃
金
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
代
休
は
労
基
法
上
の
休
日
で
は

な
い
た
め
、
代
休
日
に
指
定
し
た
日
に
労

働
さ
せ
て
も
休
日
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
代

休
日
は
就
業
規
則
を
踏
ま
え
無
給
と
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

よ
っ
て
、
代
休
規
定
が
な
い
場
合
に
は

休
日
勤
務
と
な
り
、
代
休
規
定
が
あ
る
場

合
は
公
休
が
た
ま
る
の
で
は
な
く
代
休
が

た
ま
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

事務局から

介
護
ニ
ュ
ー
ス・
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

12
月
16
日
〜

1
月
25
日

推進協の ITセミナー
（オンライン開催）

推進協主催の「ITセミナー」を以下の日程で開催します。会員、
非会員ともに参加費は無料です。お申し込みをお待ちしております。

参加無料

お申し込みはWeb（https://suishinkyo.net）で 推進協

開催時間　15：00～ 15：50
日程 講座名 内　容

2/21
（火） Excel データベース

Excel のデータベース機能を使って、大量デー
タを集計、分析したり、並べ替えや必要なデー
タだけを抽出したりする方法を解説します。

2/28
（火）

Word で 
差し込み印刷

エクセルで作成したデータをワードで差し込み
印刷する方法を解説します。※前提スキルとし
て 2/21（火）の Excel データベースを受講
されることをおすすめします。

3/7
（火） CSVファイルって何？

CSV（Comma Separated Value）ファイル
の特徴と、CSV ファイルを Excel で取り扱う
方法などを解説します。

3/14
（火）

Canva を 
使ってみよう

オンラインで使える無料のグラフィックデザイ
ンツール「Canva」の基本操作を解説します。
ちらしやホームページのバナーなどを簡単に作
成することができます。

【
代
休
の
一
般
的
な
就
業
規
則
の
規
定
】

「（
代
休
）

第
●
条　
法
人
は
、
振
替
休
日
の
手
続

に
よ
ら
ず
休
日
に
出
勤
さ
せ
た
と
き

は
、
休
日
出
勤
の
日
数
分
の
休
暇
（
以

下
「
代
休
」
と
い
う
。）
を
与
え
る
こ

と
が
で
き
る
。」

具
体
的
に
は
、
社
会
保
険
労
務
士
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
介
護
保
険
部
会
　
制
度
見
直
し
に
関

す
る
意
見
公
表
（
12
月
20
日
）

　
19
日
に
最
終
的
な
と
り
ま
と
め
に
向

け
た
議
論
を
行
い
、
複
数
の
在
宅
サ
ー

ビ
ス
（
訪
問
や
通
所
な
ど
）
を
合
わ
せ

た
新
し
い
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
の
類
型
新

設
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
賛
否
が
割

れ
た
「
負
担
と
給
付
」
に
つ
い
て
は
、

今
年
夏
ま
で
に
結
論
を
得
る
と
し
た
。

■
新
年
度
の
処
遇
改
善
加
算
の
書
類
提

出
期
限
を
明
示
（
12
月
20
日
）

　
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
、
介
護
職

員
等
特
定
処
遇
改
善
加
算
、
介
護
職
員

等
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
等
支
援
加
算
を
４
月

ま
た
は
５
月
に
取
得
す
る
場
合
、
計
画

書
の
提
出
期
限
は
４
月
15
日
と
し
た
。

厚
労
省
は
現
在
、
様
式
の
簡
素
化
を
検

討
し
て
お
り
、
見
直
し
後
の
様
式
は
２

月
末
を
め
ど
に
周
知
さ
れ
る
。

■
推
進
協
　
理
事
会
開
催（
12
月
21
日
）

　
来
年
度
の
事
業
計
画
と
し
て
、
会
員

拡
大
を
目
的
と
し
た
厚
労
省
と
の
車
座

対
話
を
全
都
道
府
県
で
開
催
す
る
方
針

を
説
明
。
支
部
長
会
、
組
織
内
委
員
会

委
員
に
も
協
力
を
求
め
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
た
。

■
介
護
事
業
所
に
管
理
者
な
ど
の
常
駐

を
求
め
る
規
制
を
緩
和
（
12
月
21
日
）

　
政
府
の
デ
ジ
タ
ル
臨
時
行
政
調
査
会

は
「
ア
ナ
ロ
グ
規
制
」
の
見
直
し
に
向

け
た
工
程
表
を
示
し
た
。
介
護
事
業
所

の
常
駐
体
制
に
つ
い
て
、
管
理
者
は
今

年
９
月
、
専
門
職
に
つ
い
て
は
24
年
３

月
ま
で
に
見
直
す
と
し
た
。
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
法
定
研
修
が
デ
ジ
タ
ル
受
講

で
可
能
で
あ
る
こ
と
の
周
知
拡
大
も
今

年
３
月
ま
で
に
取
り
組
む
方
針
。

■
厚
労
省
　
特
養
の
入
所
待
機
者
状
況

を
公
表
（
12
月
23
日
）

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
地
域
密
着

型
を
含
む
）
へ
の
入
所
を
希
望
し
て
い

る
が
、
22
年
４
月
１
日
時
点
で
入
所
で

き
て
い
な
い
人
（
要
介
護
１
・
２
の
特

例
入
所
希
望
者
を
含
む
）
は
全
国
で
27

万
５
０
０
０
人
で
、
19
年
度
調
査
よ
り

５
万
１
０
０
０
人
減
。
在
宅
で
の
待
機

者
は
11
万
７
０
０
０
人
で
同
じ
く
１
万

５
０
０
０
人
減
っ
た
。

■
介
護
施
設
職
員
に
よ
る
高
齢
者
虐
待

は
21
年
度
に
７
３
９
件
（
12
月
23
日
）

　
厚
労
省
の
発
表
に
よ
る
と
、
21
年
度

に
特
養
な
ど
介
護
施
設
の
職
員
に
よ
る

高
齢
者
虐
待
と
認
め
ら
れ
た
件
数
は
７

３
９
件
で
、
前
年
度
よ
り
約
24
％
増
加

し
た
。
自
治
体
へ
の
相
談
・
通
報
件
数

も
２
３
９
０
件
に
上
り
、
と
も
に
07
年

の
調
査
開
始
以
来
最
多
と
な
っ
た
。

■
水
光
熱
費
が
２
割
以
上
増
え
た
特
養

が
全
体
の
約
７
割
（
12
月
23
日
）

　
福
祉
医
療
機
構
が
公
表
し
た
社
会
福

祉
法
人
経
営
動
向
調
査
に
よ
る
と
、
22

年
７
～
９
月
の
間
に
原
油
価
格
や
物
価

高
騰
の
影
響
を
受
け
た
と
す
る
施
設
は

全
体
の
約
95
％
に
上
る
。
水
光
熱
費
が

前
年
同
時
期
と
比
べ
て
２
割
以
上
増
え

た
施
設
が
７
割
を
占
め
た
。

■
厚
労
省
　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
の
施

設
内
療
養
に
対
す
る
支
援
期
間
を
今
年

度
末
ま
で
延
長
（
12
月
23
日
）

　
施
設
内
療
養
者
１
人
当
た
り
１
日
２

万
円
（
最
大
30
万
円
）
を
支
援
す
る
補

助
制
度
を
23
年
３
月
末
ま
で
延
長
す

る
。
た
だ
し
無
症
状
者
に
つ
い
て
は
補

助
期
間
を
７
日
間
に
短
縮
す
る
。

■
今
年
度
の
ケ
ア
マ
ネ
試
験
合
格
者
は

１
万
３
２
８
人
（
12
月
26
日
）

　
厚
労
省
は
22
年
度
の
介
護
支
援
専
門

員
実
務
研
修
受
講
試
験
（
10
月
９
日
実

施
）
の
実
施
状
況
を
ま
と
め
た
。
合
格

者
数
は
１
万
３
２
８
人
で
合
格
率
は

19
・
０
％
。
受
験
者
数
が
同
程
度
だ
っ

た
前
年
度
よ
り
約
２
３
０
０
人
、
約
４

ポ
イ
ン
ト
減
少
し
た
。

■
㈱
推
進
協
　
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
有

料
職
業
紹
介
事
業
許
可
を
取
得
（
12
月

28
日
）

　
在
留
資
格
特
定
技
能
を
活
用
し
た
外

国
人
財
の
紹
介
を
目
的
と
し
た
も
の
。

10
月
に
申
請
し
て
い
た
。
1
月
よ
り
有

料
職
業
紹
介
を
開
始
す
る
。（
許
可
番

号
14
︱

ユ
︱

3
0
2
0
1
1
）

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
３
年
ぶ
り
に

「
流
行
シ
ー
ズ
ン
」
入
り
（
12
月
28
日
）

　
厚
労
省
は
22
年
12
月
19
日
か
ら
同
25

日
ま
で
の
感
染
症
発
生
動
向
調
査
で
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
定
点
当
た
り
報
告

数
が
１
・
24
と
な
り
、
流
行
開
始
の
目

安
と
し
て
い
る
１
・
00
を
上
回
っ
た
こ

と
か
ら
「
流
行
シ
ー
ズ
ン
」
に
入
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
と
発
表
し
た
。
流
行

シ
ー
ズ
ン
入
り
は
３
年
ぶ
り
。

■
厚
労
省
　
介
護
施
設
の
運
営
指
導
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
改
正
（
12
月
28
日
）

　
介
護
施
設
や
事
業
所
に
対
す
る
自
治

体
の
運
営
指
導
（
実
地
指
導
）
の
手
順

な
ど
を
示
す
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
一
部
改
正

を
通
知
。
介
護
職
の
待
遇
改
善
の
た
め

の
加
算
に
関
す
る
「
各
種
加
算
等
自
己

点
検
シ
ー
ト
」「
各
種
加
算
・
減
算
適

用
要
件
等
一
覧
」
を
更
新
し
た
。

■
厚
労
省
　
処
遇
改
善
の
申
請
様
式
を

簡
素
化
へ
（
１
月
16
日
）

　
介
護
事
業
者
が
処
遇
改
善
に
関
す
る

加
算
を
取
得
す
る
た
め
に
自
治
体
に
提

出
す
る
計
画
書
と
実
績
報
告
書
に
つ
い

て
、
事
業
所
ご
と
の
記
載
を
不
要
と
し

法
人
単
位
で
確
認
す
る
こ
と
な
ど
、
様

式
の
簡
素
化
を
行
う
。
同
日
の
介
護
給

付
費
分
科
会
で
示
し
た
。

■
厚
労
省
　
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
の

整
備
・
運
営
状
況
調
査
へ（
１
月
16
日
）

　
同
日
の
介
護
給
付
費
分
科
会
で
、
１

ユ
ニ
ッ
ト
の
定
員
を
「
原
則
と
し
て
概

ね
10
人
以
下
と
し
15
人
を
超
え
な
い
も

の
」
な
ど
と
し
た
21
年
度
の
介
護
報
酬

改
定
の
効
果
を
検
証
し
、
ケ
ア
の
質
を

維
持
し
、
職
員
の
過
度
な
負
担
に
つ
な

が
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
調
査
研

究
事
業
と
し
て
行
う
方
針
を
示
し
た
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
の
行
政
検
査
　
高
齢
者

施
設
自
身
で
も
実
施
可
能（
１
月
17
日
）

　
高
齢
者
施
設
で
陽
性
者
が
発
生
し
た

場
合
に
保
健
所
が
施
設
の
全
員
に
対
し

て
行
う
行
政
検
査
に
つ
い
て
、
や
む
を

得
な
い
場
合
は
一
定
の
要
件
を
満
た
し

た
上
で
、
施
設
が
自
ら
実
施
す
る
検
査

を
行
政
検
査
と
見
な
せ
る
と
す
る
取
り

扱
い
を
厚
労
省
が
示
し
た
。

■
推
進
協
　
赤
枝
会
長
キ
ル
ギ
ス
共
和

国
訪
問
へ
出
発
（
１
月
20
日
）

　
キ
ル
ギ
ス
か
ら
の
介
護
人
財
確
保
に

向
け
、
財
キ
ル
ギ
ス
日
本
国
大
使
表
敬

訪
問
及
び
中
央
ア
ジ
ア
最
大
の
商
業
機

構
「
ド
ル
ド
イ
」
の
会
長
ら
と
面
談
を

予
定
。

定　員 会　員 非会員
30 人以下 11,000 円 + 調査員旅費（実費） 33,000 円 + 調査員旅費（実費）
31 人以上 22,000 円 + 調査員旅費（実費） 66,000 円 + 調査員旅費（実費）

　推進協ではユニットリーダー研修の実地研修施設を募集しています。実地研修施
設になることで、多職種連携の強化、ケアの質の向上、職員のモチベーションアッ
プ、利用者とご家族の満足度アップにつながります。実地研修施設を目指したこと
で、入居の問い合わせや職員の応募が増えたというケースもありました。ユニット
ケアを推進するモデル施設として実地研修施設を目指しませんか。
以下の３つの応募要件を満たしている施設はぜひご応募ください！
【実地研修施設　応募要件】
①�申込の年度開始時点で、ユニットケア実施から3年以上経過していること。
②�申込の年度開始時点で、ユニットケア施設管理者研修修了者1名以上及びユニッ
トリーダー研修修了者2名以上勤務していること。
③�自己評価表（ホームページに掲載）に基づく自己評価結果が総点の7割以上であ
ること。
〇調査費用　100,000円
【ユニットケア定着簡易診断】実地研修施設に応募する前におススメ！
　調査員1名が貴施設を訪問し、定着状況の診断と改善ポイントをお伝えします。
実地研修施設選定調査合格への近道です。調査時間は約3時間、2つのユニットを
見学後、ヒアリング、診断、改善点などの助言を行います。ぜひ、ご活用ください！
〇診断費用

ユニットリーダー研修実地研修施設になりませんか
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